
全国郵趣大会2018 

2008年9月8日 於：島原、ホテル“南風楼” 

登録審査員：大沼幸雄 

テーマティク 
収集の要点 
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自己紹介 

 

• アップル創始者：スティーブ・ジョブズの名言 

「Stay Hungry, Stay Foolish」 

（求めよ、そして愚直に追求 

 せよ） 
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内容の要約 
１）テーマティクとは 

２）テーマの選択 

３）ストーリー性 

４）正統な郵趣品とは 

５）多様性がキーポイント 

６）プレゼンテーションの仕方 

７）審査はどのように行われるか 
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１．テーマティクとは 

 

あるテーマを、多種類で（その 

テーマと）適切な関連性をもつ 

正統な郵趣マテリアルを用いて
ストーリーを展開すること。 
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テーマティクの特色 
１）ストーリー性重視型 

（非郵趣要素：テーマティク55％ 伝統25％） 

２）多様な郵趣マテリアルを用いること 

３）（できれば）希少性あるモノ 

利点 

１）個性的な作品（知的創造の産物） 

２）郵趣材料はほぼ無限（ストーリー展開次第） 

３）比較的低予算で収集できる（完収はない） 
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非郵趣比率の比較 
•     テーマティク     伝統郵趣 
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55％ 
25％ 



2.テーマの選び方 
（小倉謙賞・受賞作品） 
• 「都市の公共交通―発展の背景と役割」（榎沢） 

• 「園芸の歴史」（嘉ノ海） 

• 「ばらの来た道-生い立ちと人々とのかかわり」（山田） 

• 「ヒトラーとナチスドイツの興亡」（北村） 

• 「第三帝国の興亡 1933-1945」（樋口） 

• 「ヴェルディの足跡とその時代」（平林） 

• 「第二次世界大戦と日本」（虎頭） 

  

 １）豊富な郵趣材料があるか 

 ２）テーマに流れがあるか 
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3.ストーリーの構成 

タイトル 

•副題 

•内容を明確に表現 

プラン（目次） 

•章・節・（句）に分けて事前に練る 
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4.正統な郵趣品とは 
 

・政府（地方政府、私的郵便機関、行政機関など）により 

 郵便物の送達のために、 

 

・発行されたもの、或いは発行を意図されたもの、 

 発行の準備段階で製造されたもの、使用されたもの 

 および郵便送達に有効とみなしたもの 

 

公的なものは可。私的な印刷物は不可。 
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正統な郵趣品(事例） 

郵便切手類（切手、切手帳、ステーショナリー、メータースタンプな
ど） 

郵便印（記念印、特印、風景印、スローガン印など） 

郵便に用いられるマーク（書留ラベル、検閲、検疫ラベル、スタンプ
など） 

その他：エラー、不発行切手、原画、ダイ・プルーフ、 

公用便、軍事郵便、船舶、鉄道郵便、民営郵便など 
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優先度の低いもの 

（不可ではないが、多用は避ける） 

•収集家目当てに発行された切手 

•注文消し（ＣＴＯ）、ＦＦＣ 

•非実逓のカバー（ＦＤＣ） 

•マキシマム・カード 
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原則使用不可なもの 

非郵趣品（但し、オープンクラスには
50％までは可） 

•民間作成の絵葉書 

•写真・地図など 

•私製のシール、ラベルなど 
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状態と希少性 
 

• ベストの品質（新鮮さ、センタリングなど） 

  切手：未使用がベター（デザインが明瞭に見える） 

 

• 稀少性（相対的入手の困難度） 

  Ａ級・・・ワールドクラス   

  Ｂ級・・・中級程度 

  Ｃ級・・・低額だが入手困難度高い 
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5.多様性がキーポイント 

１）切手中心すぎないこと 

•切手比率：40％～50％位を目指す（マテリアルの数） 

•１リーフにも多様なマテリアルを！ 

２）切手以外の活用 

•記念印、メータースタンプ、実逓便、 

•ステーショナリー（印面付葉書、封書） 

•カラートライアル、ダイプルーフ、スケッチ、原画 

•など 
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収集方法 

オークション(国内外） 

インターネット・オーク
ション（Ebay, Delcampe) 

オークション情報収集
（Philasearch) 
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インターネット 
・オークション 
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６.プレゼンテーション 
 

• 総合的印象・・・美的であるか 

• 密度・・・バランス感重視 

• スペースの有効活用 

• 説明文（3Ｃ：明快、正確、簡潔） 

  地図、絵などは、ごく少数に限る 

  （国名、発行年度、発行目的は不要） 

• リーフの作成(パソコンの活用） 
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７．テーマティクの審査 
審査委員会・・・・厳正・中立な評価 

配点 

１）タイトルとプラン     １５点 

２）展開と独創性       ２０点 

３）郵趣・テーマ知識と研究  ３０点          

４）状態と希少性       ３０点 

５）プレゼンテーション     ５点 
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シノプシス提出(任意） 

• 作品概要 

• Ａ４一枚 

• 内容：（審査の参考情報） 

   作品の優位性 

   新たな研究成果 

   前回出品時からの改善点など。 

   着目して欲しいマテリアル(別紙可） 
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コンペ参加者へのアドバイス 

 

• 出品ガイドブックの熟読する 

• 審査員による事前コンサル(無料）を受け
る 

• 審査員の批評に参加する 
 

•レッツ・チャレンジ！ 
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上位入賞の心得 

１）素直にまなぶ姿勢 

２）プランを良く練る 

３）審査員の目を意識する 

４）同一テーマを掘り下げる 

５）めげずにチャレンジする精神 
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私のホームページ 

更に詳しいことは下記ウェブを2論文をご参
照ください。 

http://beethoven-philately.com/index.html 

 

１）私のテーマティク郵趣戦略 

２）同上・補論 

43 

http://beethoven-philately.com/index.html
http://beethoven-philately.com/index.html
http://beethoven-philately.com/index.html
http://beethoven-philately.com/index.html
http://beethoven-philately.com/index.html


テーマティク研究会 
• ぜひご入会ください。 

• 代表:内藤陽介 

• 目的：テーマティク出品者のレベルアップを
図るために、会員相互間の情報交換を行ない
切磋琢磨する。 

• 活動：会報(ネット上、季刊）ミニペックス、
合評会、セミナー、コンサル活動など 

• 会員数：33名 

• 年会費：1,000円 
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ご静聴ありがとう 

  ございました。 
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